
(57)【要約】

【課題】１人での測定を容易にし、作業効率の改善を図

ることができる爪を備えた巻尺を提供する。

【解決手段】巻尺帯３は、片面３ａに目盛３ｂを有し、

ケース２の内部に引出し可能に収納されている。保持爪

４は、巻尺帯３の先端に、片面３ａの反対面側に垂直に

突出している。保持爪４は、その先端に垂直に、巻尺帯

３と平行に突出する鋸歯状爪５を一体的に有している。

鋸歯状爪５は、複数の先端が尖った歯から成る。長さを

測る場合、鋸歯状爪５を長さを測る起点に引っ掛け、ケ

ース２を持って巻尺帯３を伸ばして測る。このとき、鋸

歯状爪５を起点に引っ掛けて、保持爪４が起点から外れ

るのを防止する。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 片 面 に 目 盛 を 有 す る 巻 尺 帯 が ケ ー ス の 内 部 に 引 出 し 可 能 に 収 納 さ れ 、 前 記 巻 尺 帯 の 先 端
に 前 記 片 面 の 反 対 面 側 に 垂 直 に 突 出 す る 保 持 爪 を 有 す る 巻 尺 で あ っ て 、 前 記 保 持 爪 は 先 端
に 垂 直 に 前 記 巻 尺 帯 と 平 行 に 突 出 す る 鋸 歯 状 爪 を 一 体 的 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 爪 を 備
え た 巻 尺 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 爪 を 備 え た 巻 尺 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 巻 尺 は 、 片 面 に 目 盛 を 有 す る 巻 尺 帯 が ケ ー ス の 内 部 に 引 出 し 可 能 に 収 納 さ れ 、 巻
尺 帯 の 先 端 に 垂 直 に 突 出 す る 保 持 爪 を 有 し て い る 。 そ の 従 来 の 巻 尺 で 長 さ を 測 る 場 合 、 両
手 を 開 い た 長 さ を 超 え る 長 さ の と き に は 、 保 持 爪 を 長 さ を 測 る 起 点 に 引 っ 掛 け 、 ケ ー ス を
持 っ て 巻 尺 帯 を 伸 ば し て 測 ろ う と す る と 、 保 持 爪 が 外 れ や す く 、 測 り に く か っ た 。 そ こ で
、 巻 尺 帯 の 保 持 爪 を 起 点 に 引 っ 掛 け た う え で 、 巻 尺 帯 の 先 端 を 他 の 人 に 押 さ え て も ら っ て
測 る の が 一 般 的 で あ っ た 。 こ の た め 、 長 さ を 測 る た め に 、 巻 尺 帯 の 先 端 を 押 さ え る 人 と ケ
ー ス を 持 つ 人 の ２ 人 で 行 な う 必 要 が あ り 、 効 率 的 で な か っ た 。 こ の 問 題 を 解 決 し よ う と す
る 従 来 の 巻 尺 と し て 、 保 持 爪 の 外 側 面 に 磁 石 を 取 り 付 け た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ０ ９ ０ １ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 示 す 従 来 の 技 術 で は 、 磁 石 を 吸 着 す る ス チ ー ル 製 の 物 か ら
の 長 さ を 測 る 場 合 に し か 保 持 爪 の 磁 石 は 役 立 た ず 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は ２ 人 で 測 ら な け れ
ば な ら な い た め 、 作 業 効 率 の 改 善 を 図 る こ と が で き な い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 は 、 こ の よ う な 従 来 の 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 １ 人 で の 測 定 を 容 易 に し
、 作 業 効 率 の 改 善 を 図 る こ と が で き る 爪 を 備 え た 巻 尺 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 に 係 る 爪 を 備 え た 巻 尺 は 、 片 面 に 目 盛 を 有 す る 巻 尺
帯 が ケ ー ス の 内 部 に 引 出 し 可 能 に 収 納 さ れ 、 前 記 巻 尺 帯 の 先 端 に 前 記 片 面 の 反 対 面 側 に 垂
直 に 突 出 す る 保 持 爪 を 有 す る 巻 尺 で あ っ て 、 前 記 保 持 爪 は 先 端 に 垂 直 に 前 記 巻 尺 帯 と 平 行
に 突 出 す る 鋸 歯 状 爪 を 一 体 的 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 鋸 歯 状 爪 は 、 複 数 の 先 端 が 尖 っ た 歯 か ら 成 る 。 鋸 歯 状 爪 は 、 保 持 爪 と 一 体 的 に ス チ ー ル
か ら 成 る こ と が 好 ま し い 。
　 本 考 案 に 係 る 爪 を 備 え た 巻 尺 は 、 長 さ を 測 る 場 合 、 鋸 歯 状 爪 を 長 さ を 測 る 起 点 に 引 っ 掛
け 、 ケ ー ス を 持 っ て 巻 尺 帯 を 伸 ば し て 測 る 。 こ の と き 、 鋸 歯 状 爪 を 起 点 に 引 っ 掛 け る こ と
に よ り 、 保 持 爪 が 起 点 か ら 外 れ る の を 防 止 し て 、 １ 人 で の 測 定 を 容 易 に し 、 作 業 効 率 の 改
善 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 保 持 爪 は 、 磁 性 を 帯 び て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 ス チ ー ル 製 の 物 を 起 点 と し た と
き に も 、 保 持 爪 を 起 点 に 吸 着 さ せ る こ と に よ り 外 れ る の を 防 止 し て 、 １ 人 で の 測 定 を 容 易
に し 、 作 業 効 率 の 改 善 を 図 る こ と が で き る 。
【 考 案 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 １ 人 で の 測 定 を 容 易 に し 、 作 業 効 率 の 改 善 を 図 る こ と が で き る 爪 を 備
え た 巻 尺 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ き 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 の 爪 を 備 え た 巻 尺 を 示 し て い る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 爪 を 備 え た 巻 尺 １ は 、 ケ ー ス ２ と 巻 尺 帯 ３ と 保 持 爪 ４ と 鋸 歯 状 爪 ５
と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ケ ー ス ２ は 、 巻 尺 ケ ー ス の 一 般 的 な 形 状 を 有 し て い る 。 ケ ー
ス ２ は 、 側 面 の 角 部 に 、 ス リ ッ ト 状 の 引 出 口 ６ を 有 し て い る 。
　 巻 尺 帯 ３ は 、 片 面 ３ ａ に 目 盛 ３ ｂ を 有 し て い る 。 巻 尺 帯 ３ は 、 片 面 ３ ａ を 内 側 に し て 巻
き 取 ら れ 、 バ ネ で 巻 き 取 り 方 向 に 付 勢 さ れ て ケ ー ス ２ の 内 部 に 収 納 さ れ て い る 。 巻 尺 帯 ３
は 、 固 定 端 が ケ ー ス ２ の 内 部 で 固 定 さ れ 、 先 端 が 引 出 口 ６ に 配 置 さ れ て い る 。 巻 尺 帯 ３ は
、 引 出 口 ６ か ら 引 出 し 可 能 で 、 自 動 的 に 巻 き 取 り 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 保 持 爪 ４ は 、 ス チ ー ル か ら 成 り 、 巻 尺 帯 ３ の 先 端 に 、 片 面 ３ ａ の 反 対 面 側 に 垂 直 に 突 出
し て 設 け ら れ て い る 。 保 持 爪 ４ は 、 引 出 口 ６ よ り 大 き く 、 巻 尺 帯 ３ が 巻 き 取 ら れ た と き ケ
ー ス ２ の 内 部 に 入 り 込 ま な い よ う に な っ て い る 。 保 持 爪 ４ は 、 巻 尺 帯 ３ が 巻 き 取 ら れ た と
き 引 出 口 ６ の 縁 部 に 引 っ 掛 か る 。 保 持 爪 ４ は 、 図 で は 省 略 し て あ る が 、 角 な ど に 引 っ 掛 け
て 測 定 し て も 壁 な ど に 押 し 付 け て 測 定 し て も 測 定 値 が 正 確 に な る よ う 巻 尺 帯 ３ の 長 さ 方 向
に 厚 さ 分 、 移 動 可 能 と な っ て い る 。
　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 鋸 歯 状 爪 ５ は 、 ス チ ー ル か ら 成 り 、 保 持 爪 ４ と 一 体 的 に 構 成
さ れ て い る 。 鋸 歯 状 爪 ５ は 、 鋸 の 歯 の よ う に 複 数 の 先 端 が 尖 っ た 歯 か ら 成 る 。 鋸 歯 状 爪 ５
は 、 保 持 爪 ４ の 先 端 に 垂 直 に 、 巻 尺 帯 ３ と 平 行 に な る よ う 巻 尺 帯 ３ に 対 し 鉤 型 状 に 突 出 し
て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 巻 尺 １ は 、 長 さ を 測 る 場 合 、 鋸 歯 状 爪 ５ を 長 さ を 測 る 起 点 に 引 っ 掛 け 、 ケ ー ス ２ を 持 っ
て 巻 尺 帯 ３ を 伸 ば し て 測 る 。 こ の と き 、 鋸 歯 状 爪 ５ を 起 点 に 引 っ 掛 け る こ と に よ り 、 保 持
爪 ４ が 起 点 か ら 外 れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 巻 尺 １ は 、 巻 尺 帯 ３ の 先 端
を 他 の 人 に 押 さ え て も ら う 必 要 が な く 、 １ 人 で の 測 定 を 容 易 に し 、 作 業 効 率 の 改 善 を 図 る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 の 形 態 の （ ａ ） 爪 を 備 え た 巻 尺 を 示 す 斜 視 図 、 お よ び （ ｂ ） 巻 尺 帯
の 先 端 を 示 す 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 １ 　 巻 尺
　 　 ２ 　 ケ ー ス
　 　 ３ 　 巻 尺 帯
　 　 ４ 　 保 持 爪
　 　 ５ 　 鋸 歯 状 爪
　 　 ６ 　 引 出 口
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【 図 １ 】
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